
●「びばい」の由来
アイヌ語のピパオイが語源。
意味は「カラス貝の多いところ」
と言われている。
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「
専
大
フ
ァ
ー
ム
」
は
、

農
産
物
の
生
産
、
加
工
、
販

売
の
流
れ
を
体
験
す
る
文
理

融
合
型
の
教
育
の
場
と
し
て

キ
ャ
ン
パ
ス

農
場
を
活
用

す
る
こ
と
を

目
的
に
、
０６

年
度
か
ら
運
営
さ
れ
て
い

る
。
特
徴
で
あ
る
農
薬
や
化

学
肥
料
を
使
わ
な
い
農
産
物

の
栽
培
も
「
有
機
栽
培
」
の

認
定
を
得
ら
れ
る
４
年
目
を

迎
え
、
現
在
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
（
日

本
農
林
規
格
）
に
認
定
を
申

請
し
て
い
る
。

専
大
フ
ァ
ー
ム
委
員
長
の

成
田
保
三
郎
教
授
は
「
昨

今
、
食
の
安
全
が
問
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
２１
世
紀
は
農

業
の
時
代
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
農
業
を
志
す
学
生
は
、

本
学
で
基
礎
を
学
べ
ば
、
農

家
と
し
て
十
分
活
躍
で
き
ま

す
。
中
で
も
、
専
大
フ
ァ
ー

ム
を
通
じ
て
有
機
農
法
に
関

心
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
活

動
の
意
義
を
語
る
。

だ
っ
た
ん

昨
年
は
米
、
韃
靼
そ
ば
、

黒
大
豆
な
ど
を
栽
培
。
中
で

も
黒
大
豆
を
加
工
し
た
お
菓

子
の
「
ド
ン
」
は
、
紀
伊
國

屋
書
店
札
幌
本
店
で
行
わ
れ

た
大
学
グ
ッ
ズ
の
販
売
会

「
学
市
学
座
」
で
売
上
数
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
に
輝
く
な
ど
、

好
評
を
博
し
た
。
今
年
度
は

米
、
そ
ば
、
韃
靼
そ
ば
、
小

麦
、
黒
大
豆
、
と
う
も
ろ
こ

ば

れ
い
し
ょ

し
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
馬
鈴
薯
を

作
付
け
、
生
産
と
加
工
を
行

う
。
「
新
た
な
試
み
と
し
て

小
麦
か
ら
冷
麦
を
つ
く
り
ま

し
た
。
栽
培
だ
け
で
な
く
、

そ
の
後
の
食
品
加
工
、
販
売

に
携
わ
る
こ
と
が
学
生
に
と

っ
て
良
い
経
験
に
な
る
と
考

え
て
の
取
り
組
み
で
す
」
と

成
田
教
授
。

５
月
２６
日
に
は
第
１
農
場

の
水
田
で「
お
ぼ
ろ
づ
き
」の

田
植
え
が
行
わ
れ
た
。
今
年

は
学
生
の
ほ
か
、
地
域
貢
献

の
一
環
と
し
て
地

元
の
美
唄
中
央
小

学
校
の
児
童
ら
が

初
め
て
参
加
し
、

約
２
０
０
人
が
稲

の
手
植
え
を
体
験

し
た
。

成
田
教
授
は

「
秋
の
稲
刈
り
に

も
小
学
生
を
招

き
、
農
業
の
現
場

に
触
れ
る
機
会
を

提
供
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
昨

年
は
美
唄
高
校
食
品
加
工
科

の
授
業
に
馬
鈴
薯
や
か
ぼ
ち

ゃ
、
小
麦
を
提
供
し
ま
し
た

が
、
こ
う
い
っ
た
活
動
を
継

続
し
、
高
大
連
携
に
も
力
を

入
れ
た
い
」
と
、
地

域
の

教
育
現
場
で
も

精
力
的
に

活
動
し
て
い
く
考
え
を
示
し

た
。

土
屋

宗
輝
さ
ん

（
み
ど
り
の
総
合
科
学
科
２

・
福
島
県
葵
高
）

実
家
が
農
業
を
営
ん
で
お

り
、
中
学
校
の
こ
ろ
か
ら
後

継
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
刊
行
す
る

「
家
の
光
」
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
卒
業
生
の
コ
メ
ン
ト
な

ど
を
見
て
、
実
習
が
豊
富
で

こ
こ
な
ら
短
期
間
で
即
戦
力

に
な
れ
る
と
感
じ
た
こ
と
が

入
学
の
動
機
で
す
。

講
義
を
通
し
、
農
業
の
専

門
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
が
、
中
で

も
農
業
経
営
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
学
ん
だ
こ
と
が
大
き

い
で
す
。
利
益
と
損

失
の
概
念
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
今
後
は

安
全
性
と
両
立
し
な

が
ら
、
「
黒
字
の
出

る
農
業
」
を
目
指
し

た
い
で
す
。

ま
た
、
多
く
の
資

格
が
取
れ
る
の
も
進

学
の
際
の
ポ
イ
ン
ト

で
し
た
。
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
や
車
両
系
建

設
機
械
な
ど
は
農
家

で
も
役
に
立
つ
技
能

な
の
で
資
格
取
得
を

目
指
す
と
と
も
に
、
危
険
物

取
扱
者
（
乙
種
）
に
も
挑
戦

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

落
合

浩
太
郎
さ
ん

（
み
ど
り
の
総
合
科
学
科
２

・
北
海
道
岩
見
沢
農
業
高
）

小
さ
い
こ
ろ
、
父
と
ダ
ム

や
橋
な
ど
の
大
型
建
造
物
を

見
に
行
き
「
ど
う
や
っ
て
造

っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」
と
、

建
設
分
野
に
興
味
を
抱
き
ま

し
た
。
高
校
で
も
土
木
分
野

を
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
知
識
を
深
め
よ
う
と
入

学
し
ま
し
た
。

高
校
で
柔
道
部
に
所
属
、

本
学
の
練
習
に
何
度
か
参
加

さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、

大
学
に
親
近
感
を
持
っ
た
こ

と
も
き
っ
か
け
で
す
。

本
学
の
魅
力
は
み
ど
り
あ

ふ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス

で
す
。
中
で
も
、
２

号
館
か
ら
見
渡
す
景

色
は
最
高
で
す
。

足
達
健
夫
ゼ
ミ
で

古
い
土
木
構
造
物
周

辺
の
生
態
系
を
調
査

し
、
構
造
物
が
生
態

系
に
与
え
る
影
響
を

調
べ
て
い
ま
す
。
卒

業
後
は
設
計
に
携
わ

る
仕
事
に
つ
き
、
大

型
建
造
物
の
建
設
に

か
か
わ
り
た
い
と
考

え
て
お
り
、
将
来
の

仕
事
に
生
か
せ
る
と
思
う
の

で
、
研
究
に
励
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

秋
山

直
人
さ
ん

（
み
ど
り
の
総
合
科
学
科
１

・
北
海
道
遠
別
農
業
高
）

高
校
は
日
本
最
北
端
の
農

業
高
校
。
農
家
に
育
ち
、
早

く
か
ら
農
業
の
将
来
を
考
え

て
き
ま
し
た
。
高
校
の
園
芸

分
会
で
ホ
タ
テ
貝
と
タ
コ
ウ

ロ
（
タ
コ
の
内
臓
）
を
利
用

し
た
土
壌
改
良
菌
の
課
題
研

究
に
取
り
組
み
、
２
年
生
の

時
、
初
出
場
し
た
日
本
学
校

農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
の
農

業
鑑
定
競
技
大
会
・
農
業
区

分
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
３

年
生
で
同
会
会
長
と
し
て
再

び
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し

た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
成
田
保
三
郎

教
授
の
ゼ
ミ
が
土
壌

改
良
の
専
門
と
お
聞

き
し
、
本
学
に
入
り

ま
し
た
。
授
業
も
大

学
も
気
に
入
っ
て
い

ま
す
し
、
農
業
機
械

士
な
ど
の
資
格
取
得

も
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
将
来
は
地
元

に
帰
っ
て
母
校
と
の

つ
な
が
り
を
持
ち
な

が
ら
、
実
家
の
農
業

を
継
承
し
、
肥
料
や

消
毒
剤
を
極
力
押
さ
え
た
有

機
栽
培
農
法
に
力
を
注
ぎ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
学
の
学
園
祭
。
サ
ー
ク
ル
や
ゼ
ミ
に
よ
る
模
擬
店
、

実
行
委
員
に
よ
る
ゲ
ー
ム
企
画
、
ゲ
ス
ト
ラ
イ
ブ
な
ど
で

盛
り
上
が
る
。
今
年
は
１０
月
９
、
１０
日
に
開
催
予
定
。

体
育
館
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
の
球
技
が
行
わ
れ
る
。
競
技
後
の
専
大
フ
ァ
ー
ム

の
収
穫
物
を
使
っ
た
昼
食
も
魅
力
。

垣
内

悦
史
さ
ん

（
商
経
社
会
総
合
学
科
２
・

千
葉
県
専
修
大
学
松
戸
高
）

自
立
心
を
養
う
た
め
、
一

人
暮
ら
し
を
し
よ
う
と
北
海

道
に
来
ま
し
た
。
自
分
で
考

え
、
責
任
を
持
っ
て
行
動
す

る
よ
う
に
な
り
、
親
に
も「
し

っ
か
り
し
て
き
た
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

専
大
へ
の
編
入
学
制
度
が

あ
る
こ
と
も
入
学
動
機
の
一

つ
で
し
た
。
試
験
免
除
の
成

績
上
位
２０
％
に
入
れ
る
よ

う
、
日
々
の
講
義
か
ら
頑
張

っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
外
で
は
、
１
年
次
か
ら

札
幌
の
劇
団
で
芝
居
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
以

前
か
ら
自
己
表
現
に

興
味
が
あ
り
、
高
校

の
時
は
弾
き
語
り
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。

劇
団
で
は
下
積
み

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

今
年
６
月
に
役
者
と

し
て
初
舞
台
を
踏
み

ま
し
た
。
団
員
は
年し

ん

配
の
方
が
多
く
、
真

し摯
に
物
事
に
取
り
組

ん
で
い
る
姿
勢
が
、

人
生
勉
強
に
も
な
り

ま
す
。
生
活
の
一
部

と
な
っ
て
い
る
演
劇
を
、
今

後
も
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

環境土木系・足達健夫ゼミのテーマは「土木構造物

と生態環境との関わり」。美唄市の旧市街をフィールド

に、土木構造物が育む環境に着目し、調査を行う。河

川生態学の布川ゼミと連携し、構造物と生態系という

２つの学問領域の間で新たな研究を試みる。

河川環境の保全について研究する環境緑地系・布川

雅典ゼミの佐野竜司さん（みどりの総合科学科２・新

潟県立三条商業高）は「学内河川での水生昆虫採取や

河川での実習・調査がとてもおもしろい。将来は環境

アセスメント調査に携わりたい」と話した。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
野
球
場

で
行
わ
れ
る
雪
合
戦
や
雪
上

サ
ッ
カ
ー
な
ど
、
実
行
委
員

が
企
画
し
た
雪
を
利
用
し
た

競
技
を
行
う
冬
の
祭
典
。

藤井 健太さん（商経社会総合学
科１・山梨県日本航空高）

高３の夏の甲子園に出場しました。

短大でレギュラーの座を確保。来年は

１部昇格を目指します。専大編入学の

勉強にも力を入れています。

塚本 悠弥さん（商経社会総合学

科１・北海道室蘭大谷高）

「背番号１０」をいただき、フォワード

で出場しています。今年は北海道学生

リーグの１部復帰が目標です。個人で

はリーグ戦得点王を目指したいです。
佐
藤

愛
さ
ん

（
商
経
社
会
総
合
学
科
１
・

青
森
県
弘
前
南
高
）

専
大
を
は
じ
め
、
編
入
学

試
験
で
の
実
績
の
高
さ
が
本

学
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
で

す
。
将
来
は
金
融
機
関
へ
の

就
職
を
考
え
て
い
る
の
で
、

商
学
系
か
経
営
系
を
選
択

し
、
編
入
学
試
験
に
向
け
て

頑
張
り
ま
す
。
大
学
で
の
講

義
は
コ
リ
ア
語
な
ど
、
初
め

て
学
ぶ
こ
と
ば
か
り
で
す

が
、
興
味
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
英
語
検
定
、

販
売
士
な
ど
、
資
格
取
得
に

も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
親
元
を
離

れ
、
自
立
心
を
養
う

こ
と
も
短
大
進
学
の

目
的
な
の
で
、
学
費

や
生
活
費
が
安
い
こ

と
も
メ
リ
ッ
ト
で

す
。
住
み
や
す
い
環

境
に
満
足
し
て
い
ま

す
。
中
国
か
ら
の
留

学
生
と
も
友
達
に
な

り
、
友
人
に
も
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
お
し

ゃ
べ
り
し
た
り
、
買

い
物
に
行
っ
た
り

と
、
毎
日
が
楽
し
い

で
す
。
今
後
は
ル
ス
ツ
な
ど

の
観
光
地
を
め
ぐ
り
、
北
海

道
を
満
喫
し
た
い
で
す
。

毎
年
７
月
に
行
わ
れ
る
学

生
部
主
催
バ
ス
ツ
ア
ー
の
第

１
弾
。

富
良
野
地
方
随
一
の
ラ
ベ

ン
ダ
ー
園
「
富
田
フ
ァ
ー

ム
」
で
初
夏
を
満
喫
す
る
。

学
生
部
主
催
バ
ス
ツ
ア
ー

の
一
つ
。人
気
の「
旭
山
動
物

園
」
で
動
物
の
行
動
展
示
を

見
学
す
る
。
冬
に
は
「
ス
キ

ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ツ
ア

ー
」
が
行
わ
れ
る
。

塚田 州彦さん（商経社会総合学

科１・北海道滝川西高）

５月の団体戦・北海道学生柔道優勝

大会は５位で、悔しい思いをしまし

た。秋の体重別団体戦で３位以内に入

れるよう、勝利に貢献したいです。

佐藤 岳さん（みどりの総合科学科
１・北海道室蘭大谷高）

高校では駅伝メンバーで、高３の全

道大会は２位でした。インカレでは得

意の１５００㍍、５０００㍍での入賞を目指し

ます。

農業科学系・溝延学ゼミはコンパニオンプランツ

（共栄栽培）が研究テーマ。野菜の近くにハーブを植

え、生育にどのような影響を与えるかを研究。現在は

トマトとバジル、キャベツとカモミールの組み合わせ

で、成長の差を調査している。

空知地方の地域経済を学ぶ商経社会総合学科・寺本

千名夫ゼミでは、資料を読み解きながら歴史や経済の

発展などを学ぶ。１年次の江頭悠太さん（福岡県東福

岡高）は「通常の授業よりも先生との親睦が深まり、

前向きに取り組めます」と話した。
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５人の在学生にゼミ・研究の楽しさ、クラブ活動、一人暮らし、

資格取得、将来の夢などについて語ってもらった。

農業後継に即戦力の学び

「大型建造物の建設」が夢

有機栽培農法で農業継承

専大編入学へ日々取り組む

生活費安く住みよい環境

在在学学生生イインンタタビビュューー

▲ 専大ファーム第２農場

の１シーン
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▼ 正門より１号館を望む

▲大好評だった「学市学座」
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▲小学生も参加した田植え

▲ 農業科学系の実習も兼ねる

機械植え
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